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１ 気象業務法及び水防法

表 1 気象業務法および水防法の概要

２ 防災気象情報等

表 2 主な防災気象情報一覧（災害から身を守るための情報）

出典：気象庁ホームページより引用

気象庁が発表する気象・地震・火山などに関する予報や情報の総称であり、「災害から身

を守るための情報」と「天気予報など広く日常生活に役立つ情報」に分けられる。特に「災

害から身を守るための情報」は、住民の避難行動や国、都道府県及び市町村などの防災行動

において、とても重要な情報である。なお、表 2に主な防災気象情報を示す。

気象庁は、気象業務法に基づき、台風の進路予想や大雨警報等の防災に必要な情報を発表

している。また、河川管理者は、水防法に基づき、洪水予報や水防警報及び水防活動などの

防災業務を行っている。なお、表 1に気象業務法及び水防法の概要を示す。
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■早期注意情報（警報級の可能性） 

警報級の現象が 5日先までに予想されているときには、その可能性を「早期注意情報（警報
級の可能性）」として［高］、［中］の 2段階で発表する。なお、図 1は、早期注意情報の事例
である。また、この情報は、タイムライン立ち上げの判断基準の一つである。

図 1 早期注意情報（警報級の可能性）

■注意報・警報・特別警報 

大雨などによって発生する災害の、防止や軽減のために、表 3に示す注意報、警報、特別警
報を発表する。

表 3 大雨・洪水の注意報、警報、特別警報の内容

出典：気象庁ホームページより引用
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■気象情報 

警報や注意報の前に、住民等に注意喚起する場合や、発表した警報や注意報の内容を補足す

る場合に発表する。なお、図 2は、気象情報の事例である。

図 2 気象情報（九州北部地方（山口県を含む）の事例）

■洪水警報危険度分布 

洪水予報の指定区間ではない中小河川（水位周知河川及びその他河川）において、洪水災害

発生の危険度の高まりを予測し、その結果を色によって示す。それによって、洪水警報等が発

表されたときに、どこで危険度が高まるかを面的に確認することができる。図 3は、洪水警報
危険度分布を解説したものである。

図 3 洪水警報危険度分布について
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３ 洪水予報【気象庁と国土交通省または都道府県が共同で発表】 

図 4 洪水予報と水位の関係

国土交通省または都道府県と気象庁が共同して発表するものである。あらかじめ指定した

河川において、区間を決めて水位等を示した洪水の予報であり、河川の増水や氾濫などに対

する水防活動の判断、及び住民の避難行動の参考となる情報である。図 4に具体的な内容を

示す。また、この情報は、タイムライン移行のトリガーである。
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４ 水防警報【国土交通省または都道府県が発表】

表 4 水防警報の種類と内容及び発表基準

５ 河川の水防活動の基準となる水位

図 5 河川水位の概念図

河川が所定の水位に達した際に、水防団や消防機関などに対し、表 4に示す通り水防活動
の指示等を行うものである。

図 5に示す水位は、河川の水防活動の基準となるものである。また、タイムラインレベル
移行のトリガーとして使用する。

●避難判断水位（警戒レベル３相当）
市町村長の避難準備情報の発表判断の目安であ
り、住民の氾濫に関する情報への注意喚起となる水
位

●氾濫注意水位（警戒レベル２相当）
避難に備え自らの避難行動を確認する目安となる
水位
水防団が出動して水防活動を行う目安になる水位

●水防団待機水位
水防団が待機する目安の水位

●氾濫危険水位（警戒レベル４相当）
市町村長の避難勧告等の発令判断の目安であり、
住民の避難判断の参考となる水位

氾濫注意水位

氾濫危険水位

水防団待機水位

水位変化

普段の水位

河川水位の概念図

避難判断水位

堤防 堤防
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６ 警戒レベル

図 6 警戒レベル

洪水時や土砂災害発生時などに、気象庁や自治体等から様々な情報が発信されているが、受

け手である住民は、その情報がもつ意味を十分に理解していないなどの課題が見受けられた。

このような状況を踏まえ、住民が災害発生の危険度を直感的に理解し、的確に避難行動が

とれるよう、避難情報等や防災気象情報を 5段階に整理したものである。
この「警戒レベル」は内閣府が設定し、令和元年の出水期（6月頃）より運用を開始して
いる。
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７ L アラート（災害情報共有システム）

出典：総務省「L アラートの概要」より引用 

図 7 L アラートの概要

図 7に示す通り、「L（Local）アラート」とは、地方公共団体等が発出した避難指示や避
難勧告といった、災害関連情報をはじめとする公共情報を、放送局等多様なメディアに対し

て一斉に送信するシステムのことである。このシステムは、災害関連情報を迅速かつ効率的

に、住民へ伝達するための共通基盤である。
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８ 堤防の決壊メカニズム 

図 8 堤防決壊メカニズム

９ 越水と溢水 

図 9 越水と溢水

洪水による堤防の決壊メカニズムは、①浸透による堤防決壊、②侵食・洗掘による堤防決

壊、③越水による堤防決壊の３つに大別される。図 8に決壊のメカニズムを示す。

図 9に示す通り、越水とは、増水した河川の水が堤防の高さを超えて溢れ出す状態のこ
と。溢水とは、無堤区間で河川の水が溢れ出す状態のこと。
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１０ 河川用語

■河川構造物の名称 

■計画高水位（けいかくこうすいい） 

堤防の高さや河川断面を決める基準となる水位である。築堤や河床掘削など河川整備が完了

した河川断面において、計画高水位以下の断面が川の水を流す部分になる。

タイムラインの運用において参考となる河川の用語を示す。

図 10 河川構造物

図 11 計画高水位

川の水を流す断面 
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１１ 水害シナリオによるレベル別被災想定

当タイムラインにおいて想定する水害シナリオの結果を、タイムラインレベル毎に示す。
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